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　新型コロナウイルス感染症については、原則、季節性インフルエンザと同様の扱いとなり、患者の自宅療養
や濃厚接触者の自宅待機などの療養制限（行動制限）が廃止となりました。なお、感染症法上の区分が変更
になったことに伴い、各種制度が変更となりましたのでご確認ください。

かかりつけ医がいない場合や、どの医療機関に受診
すれば良いか迷う方
いわて健康フォローアップセンター
 電話  0570-089-005
 FAX  050-3730-7658
受付時間：24時間受付（土日・祝日を含む）

ワクチンの有効性や安全性、副反応について相談した
い方
新型コロナワクチン専門相談コールセンター
 電話  0120-89-5670
 FAX  0570-20-0863
受付時間：8時～20時（土日・祝日を含む）

相談窓口はこちら

５類移行後の県の対応　

入院医療費の公費負担
（一部自己負担あり）

ワクチン接種に係る公費負担
（令和６年３月末まで）

事　項 内　容

5月８日から新型コロナウイルス感染症が
       ５類感染症に移行しています

詳しくはこちら▲

詳しくはこちら

▲

詳しくはこちら▲

発熱やのどの痛み
など、コロナかな？
と思った時には、
どうしたらいいの？

コロナにかかったら、
どのくらい外出を
控えればいいの？

　　　　軽度の発熱や倦怠感がある場合は、まず市販薬などを服用し、様子をみるよう
　　　 お願いします。65歳以上や基礎疾患のある方、症状が改善しないなど体調不
良が続く方は、かかりつけ医または外来対応医療機関への相談・受診をお願いします。
なお、医療機関へ相談・受診をする場合は、できるだけ平日、日中の対応にご協力を
お願いします。かかりつけ医がいない場合や、どの医療機関に電話をすればよいか迷
う場合は、いわて健康フォローアップセンターに相談をお願いします。

▲

特に、発症後５日間が感染させるリスクが高いことから、発症日を０日目として５日間
は外出を控えることが推奨されます。また、５日目以降も症状が継続した場合は、症状
が回復して24時間程度経過するまでは、外出を控え、様子をみることが推奨されます。▲

発症日から、10日間が経過するまでは、ウイルス排出の可能性があることから、不織
布マスクを着用するなど、周りの方へうつさないよう配慮しましょう。

５月８日以降は入院中の診療、検査、薬の処方（新型コロナウイル
ス治療薬以外）は保険診療となり、加入している健康保険により１
割から３割の自己負担が発生します。ただし、自己負担額の増を
軽減するため、入院医療費は、高額療養費の自己負担限度額から
２万円減額となります。
●５月８日からの春開始接種（65歳以上の高齢者、基礎疾患を有
する方、医療従事者など）
●９月からの秋開始接種（１・2回目接種を終了した５歳以上のす
べての方）
●乳幼児接種及び１・2回目未接種の方への接種

５類移行後も継続して実施します。

法律に基づく外出自粛は求められず、外出を控えるかどうかは個人の判断に
委ねられます。判断にあたっては、以下のことを参考としてください。
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　高齢者や疾患による入院患者など、重症化リスクの高い方が入院・生活する医療機関や高齢者施設へ
訪問する際は、引き続きマスクを着用するなど、５類感染症への移行後も場面場面に応じた基本的な感染
対策へのご協力をお願いします。

　県産品を買って、食べて、新型コロナウイルス感染症で
影響を受けた地元生産者や事業者を応援しませんか。
　県産品の販路開拓や消費拡大を図るため、ネットによ
る通販型の物産展を通年開催しています。
　豊かな自然が育んだおいしい食べ物や、岩手の風土に
根ざした匠の技が光る魅力的な工芸品を取り揃えていま
す。ぜひ、ご利用ください。

詳しくはバーチャル物産展
ホームページをご覧ください。

▲

「買うなら岩手のものバーチャル物産展」のご案内

この紙面の情報は2023年5月8日現在のものです。
新型コロナウイルス感染症の拡大などの状況によって、発行日
時点では、掲載した内容に変更が生じている場合があります。
最新の情報は県ホームページなどでご確認ください。 岩手県　コロナウイルス 検索

ご注意
ください！

●事業者が感染対策上または事業上の理由などにより、利用者または従業員にマスクの着用
を求めることが許容されています。 施設の利用時に事業者からマスクの着用を求められた
ときは、ご理解とご協力をお願いします。

●本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないようお願いします。

お問い合わせ　県庁産業経済交流課 019-629-5537

高齢者 妊婦
基礎疾患を
有する方

慢性肝臓病・がん・
心血管疾患など

場面場面に応じた

感染対策へのご協力をお願いします。

受診時や医療機関・高齢者施設
などを訪問する時

通勤ラッシュ時など混雑した
電車・バスに乗車する時 重症化リスクの高い方が感染拡大時に混雑した

場所に行く時は、マスクの着用が効果的です

今こそ「買うなら岩手のもの」

●いわて健康フォローアップセンターの運用
●コロナ治療薬の公費負担
●高齢者宿泊療養施設の運用
●高齢者施設などの従業員に対する集中検査留意事項

周囲の方に感染を広げない
ために気を付けたい場面

重症化リスクの高い方が
感染しないために


